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みなさんは、「しまった！賞味期限切れてしまった！」「残り少ないから捨てちゃおう」「嫌
いなものがご飯に入っているから残しちゃおう」といって、食べ物を捨てた経験はありませ
んか。そうした、まだ食べられるにもかかわらず捨てられてしまう食品のことを「食品ロス」
といいます。 
食品ロスは日本で一年間に５２２万トン（事業活動から発生する規格外品や売れ残りなど 

が２７５万トン、家庭での食べ残しなどが２４７万トン）発生しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 まだ食べられるのに捨てられるのは、とてももったいないことです。どうすれば食品ロス

を減らすことができるのでしょうか。そのコツは「～すぎない」にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「てまえどり」とは、コンビニやスーパーなどで、販売期限の短いもの

や、「買ってすぐ食べるもの」は販売棚の手前から取ることをいいます。 

少しでも多くの食品ロスを減らせるように、ご協力ください。 
 

 

毎月 19 日は「食育の日」です。食育の話題に触れることにより、より食育に親しみましょう。 

 

食育通信は、食育の日に久留米市ホームページ、久留米市公式 LINE において発信します。 

食育関連イベント情報は、久留米公式ホームページ『食育通信・食育イベント』のページをご覧下さい。 

来月１０月号の特集は「食育ギャラリーの開催」です。お楽しみに。 

 

久留米市食育推進会議事務局 (久留米市農政部農業の魅力促進課内) 

TEL：0942-30-9165 FAX：0942-30-9717  E-mail：noumi@city.kurume.lg.jp 

今月のテーマは… 

   『食品ロスについて』   です。   
 

お問合せは、久留米市環境部資源循環推進課（TEL0942-30-9143）まで 

 

年間４１ｋｇ 

年間一人当たりの米の

消費量 54kg に近い量 

毎日１１３ｇ 

お茶碗一杯分の 

食べ物に近い量 

一人当たりの 

食品ロス 

市からみなさまへ「てまえどり」のお願い 

買いすぎない 作りすぎない 食べすぎない 

・メモをもって買い物へ 

・衝動買いを避ける 

・体調や家族の予定を考える 

・余ったらリメイク料理に挑戦 

・食べきれない量を皿に盛らない 

https://www.city.kurume.fukuoka.jp/1090sangyou/2070nourin/3060shokuiku/2019-0118-1115-62.html

